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安西 祐一郎プログラムディレクター（PD）は、研究開発計画の策定や推
進を担う。PDが議長、内閣府が事務局を務め、関係省庁、専門家・有識
者で構成する推進委員会が総合調整を行う。管理法人として、国立研
究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）を活用し、
公募により選定した研究責任者により研究開発を推進する。同法人の
マネジメントにより、各研究テーマの進捗を管理する。サブPDとして、
持丸 正明、越塚 登、鷲尾 隆の3名を配置し、また、イノベーション戦略
コーディネーター（戦略C）として川上 登福を配置することで、PD・サブ
PD・戦略Cの連携による出口を見据えた研究開発を推進する。
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これまでの成果・期待される成果

人とAIの高度な協調を可能とする「ヒューマン・インタラクション基盤技術」を開発し、人とAIの協働が効果的と考えられる分野（例えば介護、
教育、接客等）における実証実験を通じた有効性検証と実用化例を創出
産学官でバラバラに保有するデータを連携し、AIにより活用可能なビッグデータとして供給するプラットフォームである「分野間データ連携
基盤技術」を、3年以内に整備し、5年以内に本格稼働させ、実用化例を創出
複数のAIが連携して自動的にWin-Winの条件等を調整する「AI間連携基盤技術」を開発し、実証実験を通じた有効性検証と実用化例を創出

介護、教育、接客等の現場からマルチモーダル情報（視線・対話・表情など）に基づく状況判断・行動判断
を実現する先端AI技術開発にむけた学習用データの収集・蓄積
ヒューマン・インタラクション基盤技術、AI間連携基盤技術の社会実装に向けたプロトタイプの作成
ヒューマン・インタラクション基盤技術の社会実装を進めるべく、分野横断的なコンソーシアム活動を始動
分野間データ連携基盤技術のアーキテクチャ設計完了

これまでの成果

期待される成果

サイバー空間基盤技術を確立し、ビッグデータ・AIを活用したサイバー・フィジカル・システム
を社会実装して、生産性（作業時間・習熟速度・エラー率等）を10%以上向上させる実用化例
を20以上創出することで、人とAIの協働により「Society5.0」を具現化する。

i. 

ii. 

iii. 

自動交渉自動交渉

実践
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